
第３回浪江町中心市街地再生計画職員検討会 
 

日時：平成２８年１１月１７日（木）１４：００～１７：１０ 
場所：浪江町役場本庁舎                                  

 

【現地視察】浪江町役場本庁舎玄関前集合 

１．開会 

 事務局の進行にて開会。 

２．挨拶 

 窪田特任教授より現地視察にあたっての挨拶。 

３．現地視察 

 徒歩にて浪江町役場～新町通り～浪江駅前～浪江郵便局～浪江小学校 

～新町通り～町営住宅(予定)～浪江町役場を視察。 

 

４．【会議】本庁舎  

（１）事務局から経過報告 

・第 2回検討委員会、第 2回職員検討会、第 3･4 回町民座談会の結果報告 

 
（２）グル－プワ－ク要旨 
○プロジェクト案の主な目的、実施エリア、実施時期等について 
 
①若者・高齢者の雇用の場の提供 
・空き地、空き店舗を利用した事務所。若者をターゲットに安価な家賃で 
提供。実施時期は、避難指示解除後できるだけ早く。 

・空き店舗を利用したチャレンジショップ、お試しショップや創業支援相 
談所。 

・空き家を活用したシェアハウス 
・元気な高齢者のボランティア活動として、空き家管理（掃除等）を行う。 
・帰町した元気な高齢者が弁当を作り、注文をとり、高齢者宅に配達し、 
世間話でコミュニケーションを取りながら高齢者の健康状態や悩み等 
を確認する見守りサービス。 

 
②交流の場・集いの場の提供 

  ・浪江小学校を集いの場にする（図書館や喫茶店等）、帰町した高齢者を雇 

用し管理を行ってもらう。 

  ・浪江小学校を交流の場とし、月単位プログラムの実施や、郷土料理の 

伝承や健康食の提供等を行う。実施時期は、避難指示解除から浪江小 

学校の再開まで（共同利用有）目的は憩いの場、子守、健康、共助精 
神の構築に配慮する。実施主体は、生涯学習係等。 

・３D プリンタや工業ミシンが利用できる場。プロの講習も実施。 
・高齢者が PC 等を親しむ場をカフェ型式で提供。 
・本を読みながら利用できるカフェ等の本に親しむ場を設ける。 

 
 



③安全・安心な住環境の整備 
・駅前の空き地を利用して、子供が遊べる緑地等を整備する。現状として 

は、中央公園があるが遊ぶところがない。整備した緑地等では、イベン 
トを実施する。人工芝、温度計を設置。 

  ・駅の橋上化とバリアフリー化 
   地域スポーツセンターの利用促進。ただし、橋上化することにより、 

電車を利用してスポーツセンターに来る人がまちなかに来なくなるこ 
とも考えられる。 

 
④中心市街地の回遊性 
・中心市街地の回遊路整備（道しるべ、歩道、ポケットパーク）。 

  ・回遊路のコース設定。健康増進や引きこもり防止、交流が目的、スター 
ト前に万歩計を設置、散策した距離を換算できるようにする（ゲーム 
性をもたせる）。実施主体は、町、企業等、まちづくり会社や NPO。 

 
⑤浪江町の PR、観光客の誘致 
・駅や道の駅に観光案内所を設置。実施時期は各施設のオープン時期に 

あわせる。 

・観光タクシーや語り部バス等の運行を行い、町民が復興の現状を伝え 

ることで交流人口の拡大をはかる。実施は、産業振興課、まちづくり 
会社、NPO。長期総合計画でうたわれている協働なまちづくりについ 
ては、震災前ワークショップを行っていた。また、草刈りを地域の団 
体にまかせるという取り組みはあった。 

・マラソンによるまちおこしを行う。20 年以上前から実施しているコス 
モスマラソン大会があり約 1,000 人が参加していた。大会等で中心市 
街地を活性化させる。実施時期は相双地区とのマラソン大会とかぶら 
ない時期で、市街地の一部等を通行止めにしてハーフマラソンや子供 
駅伝を実施する。実施にあたっては河川沿いの道路が一部つながって 
いないため、リバーライン整備が課題である。 

・駅前等で浪江の野菜や果物、魚等の販売や農地の貸し出し、農業漁業 
体験など(食の総合窓口)。定期的に朝市を実施する。町外避難者の農地 
も所有者ニーズに合わせて有効活用。実施時期は、避難解除１年後ぐらい。 
朝市の取組は、今まで請戸漁港の夕市で実施していた。 

・月いち十日市の開催。朝市のようなイメージで開催する。  
・ap bank フェスの招致、DASH 村企画招致。実施時期は、避難指示解除 

後もしくは避難解除セレモニー時。 
  ・町にあったダッシュ村の知名度を生かし、全国に浪江の復興、放射能 

の安全性を発信する。会員制で会員が再生した空き家等を使用して事 
業を立ち上げてもらう。ポイントは、日本テレビとの共同。 

・ポケモンのモニュメントを通りに並べる。（オーナー制度導入） 
  ・マンホールの一部をポケモンキャラクター化しゲーム性を取り入れる。 
  ・役場に飾られているポケモン指人形を完成させ、道の駅等に飾る。 
  ・ポケモンタウンの仮想都市を設定し、住民登録し、住民票を発行。 
  ・ポケモンのラッピング列車やポケモンタクシー。 


